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 要  旨 
 
 近年、２４時間３６５日休みなくサービスを提供している業種が多くなってき
ている。このような２４時間型社会化は、１９８０年代後半から進行し、コンビ
ニエンスストア、レストラン、病院、国際空港、工場などあらゆる業種におよん
でいる。このサービス２４時間化により、ワーカー（従業員）の労働形態が変化
し、深夜交替制労働が採用されるようになった。 
 しかし、２４時間サービスシステムでの勤務表作成は非常に難しく、かつ多く
の作成時間を要する。それは、ワーカーの絶対数、労働条件、ワーカーの希望等
の様々な制約が複雑にからんでくるためである。このような勤務表作成は作成者
にとって大きな負担となっているのが現状である。 
 そこで、本研究では勤務表作成にかかる時間を大幅に短縮させ、ワーカーの希
望を取り入れ、様々な制約条件を考慮したマルチシフト・スケジュールを作成す
る方法について研究した。本研究の一つの特徴としては、１度作ったスケジュー
ルを、制約違反最小化ヒューリスティックを用いて再スケジュールするという従
来あまり研究されていない手法を取っている点である。もう一つの特徴は、ワー
カーの要求として希望休日の要求に加え、従来は考慮されていない、希望休日と
希望勤務シフトの両方の希望を考慮した点である。 
提案するアルゴリズムではマルチシフト・スケジュールを作成するプロセスを
３つの段階に分けた。第一段階で、絶対条件を満たし、休日回数と夜勤回数を平
均化した基本シフトパターンを作成する。第二段階において、制約伝播アルゴリ
ズムを用いて、基本シフトパターンを各ワーカーに重複なく割り当てる。第三段
階において、制約違反最小化ヒューリスティックを用いて、すべてのワーカーの
要求を満たすようにシフトの入れ替えを行い、勤務スケジュールの作成が終了す
る。このアルゴリズムの有効性を検証するため、ワーカーが休日のみを要求した
場合と、休日と出勤シフトの両方を要求した場合について数値実験を行った。得
られた勤務表の休日回数、絶対条件の達成数、ワーカーの要求達成数、作成時間
について分析し、アルゴリズムの性能を明らかにした。 
 
